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誰が責任者か？ 
 
 
多くのリーダーは、マネジメント・チームを育成するというアイデアに反対します。な

ぜならリーダーは、最終的にワーク・グループが成功するか否かに、全責任を負わなけれ
ばならないと感じているからです。そのため、すべての決定を自ら行い指示しなければな
らないと信じています。 

 フォーマルな組織では、リーダーはワーク・グループがどのようにパフォーマンスを出
すかの責任を当然負っています。私としては「責任」というよりは「説明責任」という表
現をする方が好みではありますが。もちろん、ワーク・グループが組織のニーズを満たす
ために十分なパフォーマンスができていなければ、リーダーは全責任をグループ・メンバ
ーに押しつけて、上司から許してもらおうなどということはできません。説明責任を負っ
ているのはあくまでもリーダーであり、グループのメンバーではありません。 

元大統領ハリー・トルーマンの卓上の置物には「責任は俺がとる」と書かれていました
が、これはすべてのリーダーに当てはまる表現です。リーダーは率いるグループの説明責
任を引き受けなければなりません。しかし、リーダーがグループ・メンバーの責任を負う
ことは、本当の意味ではできません。各メンバーそれぞれが、実際には責任を負わなけれ
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ばならないのです。 
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